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第２章
　主要諸元・外観寸法

● KWF タイプ主要諸元‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2-02 
● KWF タイプ外観寸法‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2-03
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主要諸元・外観寸法

●主要諸元（KWF タイプ）
型　　　式　　　名
区　　　　　　　分

1,500~7,000
1,800~8,400 1,800~9,600

4,253
1,985

6,364
1,870

6,864
1,940

遠　　心　　式
φ600
1,425

RE - 38SP
高効率放射塗料
集　穀　室　内

TC - 40AD
ガンタイプ

自動点火（イグニッション）
0~11.0

JIS　1 号灯油
-

1.0

3.7
0.02
0.15
0.1
0.008
0.015
0.004
0.026

（単相 200V）
（単相 200V）
（単相 200V）
（単相 200V）

（三相 200V）
（三相 200V）
（三相 200V）
（三相 200V）

（単相 200V）
（単相 200V）

5.669（乾燥）
28 ~ 31
34 ~ 37
32 ~ 37
29 ~ 34

0.8 ~ 1.0
0.7 ~ 1.0 0.6 ~ 0.80.8 ~ 1.1

0.7 ~ 0.9

32 ~ 35
39 ~ 42

36 ~ 41
33 ~ 38

40 ~ 43

44 ~ 50

三相　200V

KWF-FP50

7,864
2,080

1,800~9,600
1,500~10,0001,500~8,000

全　　　　　長

XN5・XN6

全　　　　　幅

型　　式　　名

型　　式　　名

型　　式　　名
設　置　位　置

種　　　　　類

種　　　　　類
点　火　方　式
燃　　焼　　量

吐　出　口　径
常  用  回  転  数

放　　射　　材

全　　　　　高
機 体 質 量（重量）

使　　用　　燃　　料
燃  料  タ  ン  ク  容  量

定　格　電　圧
搬 送 系 モ ー タ

送 風 機 モ ー タ
繰 出 し モ ー タ
排 塵 機 モ ー タ

水 分 計 モ ー タ

最大同時使用電力

張 込 時 間

排 出 時 間

毎時乾減率

滞留検出モータ
排出シャッタモータ
コ ン ト ロ ー ラ

バーナファンモータ

籾　：容積重 560kg/m3

小麦：容積重 680kg/m3

穀物の種類
と処理量

kg

kg

kg

mm
mm
mm

mm
r.p.m

L / 時

L
V

kw
0.65下部コンベアモータ kw

kw
kw
kw
kw
kw
kw
kw
kw
kw
分
分
分
分

%/ 時
%/ 時

籾
小麦

籾
小麦

籾
小麦

機
体
寸
法

送
風
機

火

　
　炉

所

　
　要

　
　動

　
　力

　

性

　
　
　能

そ
の
他

諸

　装

　置

定

　
　格

　
　出

　
　力

放
射
体

遠
赤
外
線

安　　全　　装　　置

運   転   制   御   方   式
標　準　装　備　品
別  　 売  　 部   　品

安  全  鑑  定  適  合  番  号

KWF700 KWF800 KWF1000

満量センサ　風圧センサ　外気温センサ　熱風温センサ　穀物温センサ　感震センサ　過電流検出装置　異常高温検出
集穀室内温度センサ　滞留検出センサ　循環確認センサ　チェーン確認センサ　フレームアイ　エアーフローセンサ　ヒューズ
乾燥速度リミット制御　穀温制御　燃焼量自動制御　外気温による補正制御　水分自動検出停止制御

中央張込ホッパ　　水分センサ　　自動排出シャッタ　　排塵機　　梯子　　排風エルボ
排出用スロワ　側面張込ホッパー

申請予定

　備考　　1)　区分　XN5　…50Hz 仕様、　XN6　…60Hz 仕様となります。

　　　　　2)　毎時乾減率欄に記載されている値は、最大張込時のものです。

	 　　　但し、穀物の投入量によって毎時乾減率が変動します。（穀物量変動乾減率）
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前 面 図側 面 図後 面 図

前 面 図側 面 図後 面 図

A寸法
型式・区分 B C
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●外観寸法
昇降機を前面に取り付けた場合

昇降機を後面に取り付けた場合





第 3 章
　各部の名称と働き

●本機の名称と働き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3-02 
●制御盤の名称と働き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3-04 
●バーナ部の名称と働き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3-05 
●安全装置とセンサ類の名称と働き‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3-06 
●操作パネルの名称と働き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3-08 
●内部構造と穀物の流れについて‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3-10
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各部の名称と働き

  昇降機前面組付時  

●本機の名称と働き

No. 名　　　称 働　　　き

排 塵 機 穀物の内部に混入しているゴミ・ホコリを取り除きます。

排 出 樋 自動排出シャッター内部のシャッター板が開いて穀物を排出します。

昇 降 機 内蔵されているバケットで穀物を下から上に搬送します。

制 御 盤 ボタン操作で本機の起動、バーナの点火をおこなうことができます。
( 詳細は P3-08 を参照ください。)

張 込 ホ ッ パ ここから穀物を張り込みます。

送 風 機 穀物に当たっている熱風を吸引すると共にゴミ・ホコリを取り除き
ます。

下 部 コ ン ベ ア
残 米 処 理 レ バ ー 下部コンベア樋内部の残留物を取り除くことができます。

検 出 器

次ページに続く

穀物の水分を測定します。

排塵ダクト 上部コンベア

山形部

乾燥部

下部本体

後面カバー
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各部の名称と働き

  昇降機後面組付時

●本機の名称と働き

No. 名 　 　 　 称 働　　　き
ハ シ ゴ 掛 け 金 具 ハシゴを本機に固定する場所となります。左右にあります。
ハ シ ゴ 販売業者の方が点検・整備するときに使います。
サ ン プ ル 容 器 乾燥中の穀物の取り出しができます。

 ●ハシゴは販売業者が使用するものですから取扱者は使用しないでください。

バーナカバー

上部コンベア排塵ダクト

下部本体

乾燥部

山形部
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各部の名称と働き

外観図

No. 名　　　称 働　　　き

乾燥条件を設定および本機を稼働することができます。

制御盤内へのゴミ・ホコリやネズミの侵入を防ぎます。

制御盤の電源を “入 ” “ 切 ” できます。

電源プラグをここに差し込みます。

排出スロワを使用する場合に排出スロワの電源をここから取ります。

●制御盤の名称と働き
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各部の名称と働き

No. 名　　　称 働　　　き

点 火 ト ラ ン ス 点火棒をスパークさせ、バーナを着火します。

バーナファンモータ 燃焼空気をバーナ側に送り込みます。

ス ト レ ー ナ 灯油内に混入したゴミを取り除きます。

電 磁 ポ ン プ 燃料を吸い上げノズル側に吐出します。

ダ　　　ン　　　パ 燃焼空気の取り入れロです。
50Hz 地区と 60Hz 地区では開度が違います。

エアーフローセンサ 点火時、バーナファンの異常を検知し、電磁ポンプを停止します。

●バーナ部の名称と働き
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据付け

排塵ダクトは、ねじったり、曲げたり、先
端を絞ったりしないでまっすぐに張ってく
ださい。

作業所に中 2 階があるときには、搬送モー
タ周辺の駆動部に手が触れないように防護
措置を施してください。

搬送モータ周辺の駆動部に手・足が触れて
ケガの原因になります。

ゴミ・ホコリの抜けが悪くなったり、排塵
機モータが焼損する原因になります。

注意



第 5 章
　操作説明

●運転の種類と動作 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-03
1. 自動運転  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-04
2. タイマー運転  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-05 

●電源の入れ方と切り方 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-07
電源の入れ方  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-07
電源の切り方  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-08 

●本機の停止とバーナの消火 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-09 
●乾燥条件について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-11 
●乾燥機能と付属機能 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-13
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付属機能   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-17 

●シーズン前に ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-20 
●始動の前に ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-21
籾・麦・そばの乾燥 
●自動運転 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-24

■籾・麦・そばを張り込む  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-24
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■水分値補正のしかた  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-36
■籾・麦・そばを排出する  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-37



●タイマー運転‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-38
■籾・麦・そばを張り込む ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-38
■籾・麦・そばを循環する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-40
■籾・麦・そばを乾燥する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-42
■籾・麦・そばを排出する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5-44

5-02
操作説明
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操作説明

●運転の種類と動作

運転の種類には、“ 自動運転 ” および “ タイマー運転 ” の 2 つがあり、各運転における動作は

次のようになります。

自動運転とは

①最大張込量に達すると、約 60 秒後に本機が自動停止します。

満量検出から自動停止までの時間は、出荷時・1 分 (60 秒 ) に設定してあります。

満量検出時の自動停止時間は変更することができます。

お買い上げの販売店あるいは弊社営業所にお問いあわせください。

( 停止しない、1 分、2 分、3 分、5 分の中から選択 )

②穀物種類、穀物の水分値に応じて定期的に水分測定をおこない、設定した停止水分値以下の

　水分値 を３回中２回 自動的に検出すると自動的にバーナを消火し、30 分後本機を停止します。

補足バーナ冷却時間は変更することができます。

お買い上げの販売店あるいは弊社営業所にお問いあわせください。

( 標準設定 (30 分間 )、1 時間、2 時間、連続の中から選択 )

③乾燥中の穀物温度を自動制御し、穀物温度の上昇をおさえ胴割れを防止します。

④排出時に、本機内の残量が無くなると自動的に本機を停止します。 

1. 排出時の自動停止を変更することができます。

　( する、しないのどちらかを選択 ) 

2. オプションにある「排出量コントロールユニット」を使用することにより、排

　出時の繰出しモータの回転速度を変更することができます。

タイマー運転とは

①設定した稼働時間が経過すると本機が停止します。また、乾燥時にはバーナを消火し、30

　分後本機が停止します。 

1. タイマー運転時は、自動的に水分計が作動しません。水分を確認する場合には、     	

　　　　　ボタンを押してください。 

2. 張込時には、設定した稼働時間が経過する前に、満量を検出した場合には、満

　量検出時の自動停止時間が優先されます。
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操作説明

1. 自動運転 

①   　　( 張込 ) ボタンを押す。

（1）昇降機、上部・下部コンベア、送風機、排塵機が稼働し、穀物を投入することができます。

（2）最大張込量に達すると “ 満量です ” のメッセージが表示され、ブザーが鳴り、約 60 秒後

　　に本機が自動停止します。 

1. 満量検出時の自動停止時間は、変更することができます。

　( 停止しない、1 分、2 分、3 分、5 分の中から選択 ) 

2. 張込時に送風機を停止させることもできます。 

　お買い上げの販売店あるいは弊社営業所にお問い合わせください。

②   　　( 循環 ) ボタンを押す。

（1）昇降機、上部・下部コンベア、送風機、排塵機が稼働します。15 秒後に繰出しモータが

　　稼働し穀物の循環が開始されます。

（2）検出器ロールが回転し、水分測定をおこないます。水分測定は、穀物の種類に応じて決め

　　られた間隔 (P5-29 参照 ) で自動的におこなわれます。

（3）本機内に組込まれている遠赤外線放射体が回転し、放射体に堆積するホコリを落下させます。

（4）設定した停止水分値以下の水分値を 3 回中２回自動的に検出すると本機が停止します。 

③ 　　  ( 乾燥 ) ボタンを押す。

（1）昇降機、上部・下部コンベア、送風機、排塵機が稼働します。15 秒後に繰出しモータが

　　稼働し、バーナが着火します。

（2）検出器ロールが回転し、水分測定をおこないます。

　　水分測定は、穀物の種類に応じて決められた間隔 (P5-32 参照 ) で自動的に水分測定がお

　　こなわれます。

（3）本機内に組込まれている遠赤外線放射体が回転し、放射体に堆積するホコリを落下させます。

（4）設定した停止水分値以下の水分値を 3 回中２回自動的に検出するとバーナが消火し約 30	

　　分後に本機が停止します。 

1. 本機停止までの時間は、変更することができます。

( 標準設定 (30 分間 )、1 時間、2 時間、連続の中から選択 )

お買い上げの販売店あるいは弊社営業所にお問い合わせください。
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④   　     ( 排出 ) ボタンを押す。

（1）昇降機、上部・下部コンベア、送風機、排出シャッタ、排塵機が稼働します（排出スロワ

　　等の外部搬送機を使用している場合は、それも稼働します）。15 秒後に繰出しモータが稼

　　働し、排出が開始されます。

（2）本機内の残量が少なくなると自動的に検出器ロールが回転し、残量の有無を調べます。そ

　　の結果、残量が無いと判断した場合には、その時点で本機を停止します。また、残量が有

　　ると判断した場合には、運転が継続されます。そして、約 5 分後に再び検出器ロールが回

　　転し、残量の有無を調べます。

以上の動作を繰返し、残量がなくなると本機が停止します。

希望により排出時に送風機を停止することもできます。

2. タイマー運転 

①   　     ( 張込 ) ボタンを押す。

（1）昇降機、上部・下部コンベア、送風機、排塵機が稼働し、穀物を投入することができます。

（2）設定した稼働時間が経過すると、本機が停止します。また、設定した稼働時間内に最大張

　　込量に達すると ” 満量です ” のメッセージが表示され、ブザーが鳴り約 60 秒後に本機が

　　全停止します。 

1. 張込時には、設定した稼働時間が経過する前に、満量を検出した場合には、満量

　検出時の自動停止時間が優先されます。 

②            ( 循環 ) ボタンを押す。

（1）昇降機、上部・下部コンベア、送風機、繰出しロール、排塵機が稼働します。15 秒後に

　　繰出しモータが稼働し穀物の循環が開始されます。

（2）本機内に組込まれている遠赤外線放射体が回転し、放射体に堆積するホコリを落下させます。

（3）設定した稼働時間が経過すると本機が停止します。
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③           ( 乾燥 ) ボタンを押す。

（1）昇降機、上部・下部コンベア、送風機、繰出しロール、排塵機が稼働します。15 秒後

　　に繰出しモータが稼働しバーナが着火します。

（2）本機内に組込まれている遠赤外線放射体が回転し、放射体に堆積するホコリを落下させ

　　ます。

（3）設定した稼働時間の残時間が 30 分になるとバーナが消火し、約 30 分後に本機が停止

　　します。

本機停止までの時間は、変更することができます。

( 標準設定 (30 分間 )、1 時間、2 時間、連続の中から選択 ) 

お買い上げの販売店あるいは弊社営業所にお問い合わせください。

④           ( 排出 ) ボタンを押す。

（1）昇降機、上部・下部コンベア、繰出しロール、排出シャッター、排塵機が稼働します。

　　排出スロワ等の外部搬送機を使用している場合は、それも稼働します。

　　15 秒後に繰出しモータが稼働し、排出が開始されます。

（2）本機内に組込まれている遠赤外線放射体が回転し、放射体に堆積するホコリを落下させます。

（3）設定した稼働時間が経過すると、本機が停止します。

希望により排出時に送風機を停止することもできます。

お買い上げの販売店あるいは弊社営業所にお問い合わせください。

タイマー運転時は、自動的に水分計が作動しません。水分を確認する場合には、

ボタンを押してください。
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●電源の入れ方と切り方
電源の入れ方

本機を始動するときに、電源を入れます。そして電源を入れてから制御装置の自己診断が終了

すると、本機を始動することができます。

①電源プラグを制御盤に差し込んでください。

②アンペアブレーカを ”ON” または ” 入 ” にしてください。

③制御盤の電源スイッチを押して、” 入 ” の状態にしてください。 

● 液晶表示画面に ” 運転操作ができます ” のメッセージが表示されると本機を始動すること	

      ができます。( この状態を待ち状態といいます）

液晶表示画面

　籾・麦の場合　   ( 自己診断中の表示画面 )

遠赤外線乾燥機
　NEWレボリューション

▼ 

KWF700-XN

Ver.＊＊＊＊＊＊＊

Ver.＊＊＊＊＊＊＊

遠赤外線乾燥機
　NEWレボリューション

KWF700-XN

籾・小麦

▼

運転操作ができます
外気温 20℃
 穀 物 量　  15石
 停止水分  15.0%
 速度リミット  1 .0%/h

待機中 穀種:もみ 00:00
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電源の切り方
①制御盤の電源スイッチを押し “ 切 ” の状態にしてください。

②アンペアブレーカを ”OFF” または ” 切 ” にしてください。

③電源プラグを制御盤から抜いてください。
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●本機の停止とバーナの消火
「本機を停止する」あるいは「バーナを消火する」には、次の運転操作をおこなってください。

①張込中に本機を停止する場合には、　　  ( 停止 ) ボタンを押してください。

③乾燥中に本機を停止する場合には、　　　( 停止 ) ボタンを押してください。

　バーナが消火し、約 30 分後に本機が自動停止します。

　バーナ消火後すぐに本機を停止する場合には、再び　 　 （停止）ボタンを押してください。

　※送風機は 30 分間稼働し続けます。

バーナ冷却時間を変更することもできます。

( 標準設定 (30 分間 )、1 時間、2 時間、連続の中から選択 ) 

▼

運転操作ができます
外気温 20℃
 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%
 速度リミット  1 .0%/h

待機中 穀種:もみ 00:00
モード:自動

 『停止』で止まります
 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%
 速度 リミット  1 .0%/h

張込中 穀種:もみ 00:00停止
10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70

▼ 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%

24.3%
 速度 リミット  1 .0%/h

モード:自動
『停止』で止まります

 水分

循環中 穀種:もみ 00:00

運転操作ができます
 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%
 速度 リミット  1 .0%/h

モード:循環終了
仕上り水分　24.3%

待機中 穀種:もみ 00:00

調質 調質

停止
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④排出中に本機を停止する場合には　　　( 停止 ) ボタンを押してください。 

　繰出しモータが停止し、15 秒後に搬送モータ、下部搬送モータ、送風機が停止します。

　そこから 30 秒後に外部搬送機が停止します。

　※�  ( 停止 ) ボタンを２回押せば、繰出しモータ、搬送モータ、下部搬送モータ、送

風機、外部搬送機はすぐに停止します。

▼
▼

30分後

停止

運転操作ができます

 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%

24.3%
 速度 リミット  1 .0%/h

モード:自動
 穀温調整中

 水分

乾燥中 穀種:もみ 00:00

熱風温度 38℃  穀物温度 27℃
 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%
 速度 リミット  1 .0%/h

モード:自動
 『停止』による消火
  バーナ冷却中  30分後停止

乾燥中 穀種:もみ 00:00

 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%
 速度 リミット  1 .0%/h

モード:乾燥終了
仕上り水分　20.4%

待機中 穀種:もみ 00:00

調質

調質調質

▼

30秒後
運転操作ができます

 外部搬送機  30分後停止

 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%
 速度 リミット  1 .0%/h

モード:排出終了
待機中 穀種:もみ 00:00

 『停止』で止まります
 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%
 速度 リミット  1 .0%/h

モード:自動
仕上り水分　15.0%

排出中 穀種:もみ 00:00
停止

乾燥時の停止操作の動作



⑤緊急停止する場合には、電源スイッチを押し、“ 切 ” の状態にしてください。 

乾燥条件は、一度設定すると電源を切っても継続的に記憶されます。
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緊急停止以外に電源スイッチで本機の停止あるいは、バーナの消火をおこ
なわないでください。穀物の詰まりやバーナ構成部品の損傷につながるこ
とがあります。

入力されている値を変更した場合には、必ず　　　ボタンを押してください。
　　　ボタンを押し忘れると変更前の値で乾燥することになりますので
穀物の品質を損なうおそれがあります。

● 乾燥条件について
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乾燥条件 入力されている値 設定可能範囲 参照
ページ

穀物量 1 5 石
700 型
800 型

1000 型

KWF700………15石～70石
KWF800………15石～80石
KWF1000 ……15石～100石

停止水分

　籾　 …… 15.0%

小　麦 …… 12.5%

ビール麦 … 13.0%
そ　ば …… 15.0%
飼料米 …… 15.0%

11.0%～ 23.0% 5-21

タイマー

張込時 0 時間 01 分 48 時間 00 分 5-38

循環時 0 時間 01 分 48 時間 00 分 5-40

乾燥時 0 時間 06 分 48 時間 00 分 5-42

排出時 0 時間 01 分 48 時間 00 分 5-44

燥
乾
止
休 休止時刻 22 時 00 分 0 時 00 分～ 23 時 59 分 5-15

起動時刻 6 時 00 分 0 時 00 分～ 23 時 59 分 5-15

時刻
出荷時に時刻をあわせていますが、

本機の始動前に確認してください。

年 2007 年～ 5-17
月 1 月～ 12 月 5-18
日 1 日～ 31 日 5-18
時 0 時～ 23 時 5-18
分 00 分～ 59 分 5-18

乾燥速度

リミット

　籾　 …… 1.0% /h

小　麦 …… 1.2% /h

ビール麦 … 1.0% /h

そ　ば …… 1.0% /h
飼料米 …… 1.0% /h

籾 0.5 ～ 1.2% /h

小　　麦 0.8 ～ 1.5% /h

ビール麦 0.5 ～ 1.2% /h
そ　　ば 0.5 ～ 1.2% /h

飼  料  米 0.5 ～ 1.2% /h

5-18

下記の乾燥条件が、あらかじめ入力されています。
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●乾燥機能と付属機能
乾燥機能には “ マイルド乾燥 ” と “ 休止乾燥 ” と " 調質乾燥 " の３つがあります。

また、付属機能として “ 時刻の設定 ” および “ 乾燥速度リミットの設定 ” 機能の 2 つがあります。

乾燥機能
1. マイルド乾燥 

●もち米や胴割れしやすい品種および水分ムラの多い籾を乾燥する場合に有効となります。

　また、早刈り麦を乾燥するあるいは発芽率の低下防止や水分ムラの緩和をはかる上で有効

　となります。 

①マイルド乾燥の制御 

● 設定してある乾燥速度リミット (P5-24 参照 ) の約 30 ～ 50% 減の乾燥速度で穀物が乾燥　

されます。

[ 例 ] 設定乾燥速度リミット 　　　　1.0%/ 時

マイルド乾燥セット時

・水分値 20.0% 以上	 0.5%/ 時

・水分値 19.9% 以下	 0.7%/ 時 

②マイルド乾燥の設定のしかた

●　　　　  （マイルド乾燥）ボタンを押す。 

●液晶画面右下に ' マイルド ' ランプが点灯すると、マイルド乾燥が設定されます。

一度、マイルド乾燥を設定すると、制御盤の電源を切っても解除されません。

もう一度マイルド乾燥のボタンを押すことにより解除されます。 

水分値

20.0% 以上

19.9% 以下

乾燥速度

乾燥速度リミット× 0.5

乾燥速度リミット× 0.7
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2. 休止乾燥

夜間の騒音防止等に乾燥を一時停止したり、水分ムラの大きな籾・麦を乾燥しなければならな

い場合に有効となります。

一度、休止乾燥を設定すると、制御盤の電源を切っても解除されません。また、制御

盤に表示される時刻が現時刻にあっていない場合には休止時刻・起動時刻にズレが生

じます。 

①	休止乾燥の制御

（1）	循環時

設定した休止時刻になると、本機が自動停止、休止状態となります。その後、設定した起

動時刻になると自動的に本機が起動し、循環状態となります。

（2）	乾燥時 

●	籾・そばの場合

設定した休止時刻の 30 分前にバーナが自動消火し、休止時刻になると本機が停止して

休止状態となります。その後、設定した起動時刻になると自動的に本機が起動、点火動

作に入り再び乾燥状態となります。

●	小麦・ビール麦の場合

設定した休止時刻の 1 時間前にバーナが自動消火し、休止時刻になると本機が停止して

休止状態となります。その後、設定した起動時刻になると自動的に本機が起動、点火動

作に入り、再び乾燥状態となります。

休止状態になるまでの時間は、設定してあるバーナ冷却時間によって異なります。

③	マイルド乾燥の解除のしかた 
●	 　　　 　 （マイルド乾燥）ボタンを押す。

	 液晶画面右下から ' マイルド ' ランプが消える

とマイルド乾燥が解除されます。

 

 

KWF-X（N）
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▼ 確認

休止時刻　　22時00分
起動時刻　　  6時00分

休止・起動時刻
を設定してください

←→で選択、確認で設定

『休止乾燥』設定

穀種:もみ 15:00

休止時刻　　20時15分
起動時刻　　  6時00分

休止・起動時刻
を設定してください

←→で選択、確認で設定

『休止乾燥』設定

穀種:もみ 15:00

１. 　　　　（休止乾燥）ボタンを押
　　してください。

●ランプが点滅します。

２.　　　・　　　 ボ タ ン を 押 し て、
　　休止時刻の時間（20 時）をあわ
　　せてください。あわせてから　
　　　　　ボタンを押してください。

３. 　　　・　　　ボタンを押して、　
　　休止時刻の分（15 分 ) をあわせ
　　てください。あわせてから　　
　　　　　ボタンを押してください。 

●例えば、休止時刻を 20 時 15 分、起動時刻を 5 時 30 分にあわせるには

②休止乾燥の設定のしかた

KWF-XN

2～5

1
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４.　　　・　　　ボタンを押して起動時

　　刻の時間 (5 時 ) をあわせてください。

　　あわせてから　　　　ボタンを押して

　　ください。

５.　　　・　　　ボタンを押して起動時

　　刻の分 (30 分 ) をあわせてください。

　　あわせてから　　　　ボタンを押して

　　ください。 

③休止乾燥の解除のしかた 
●　　　　　　　( 休止乾燥 ) ボタン押してください。

　液晶画面右 “ 休止 ” の文字が消えると休止乾燥が解除されます。

休止乾燥を時刻ではなく、水分値で設定することもできます。最寄りの弊営業所までお問い合わ
せください。

3. 調質乾燥
穀物の水分値が設定した停止水分値に近づくと、調質乾燥制御
をおこない、仕上がりの水分値まではゆっくりと乾燥します。
これにより水分値のバラつきを緩和することができます。
画面右下に ' 調質 ' の表示があると調質乾燥制御が有効となっ
ています。

▼ 確認

▼ 

休止時刻　　20時15分
起動時刻　　  5時30分

休止・起動時刻
を設定してください

←→で選択、確認で設定

『休止乾燥』設定

穀種:もみ 00:00

休止時刻　 20時15分
起動時刻　   5時30分

に設定しました

『休止乾燥』設定

穀種:もみ 00:00

調質

運転操作ができます
外気温 20℃
 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%
 速度リミット  1 .0%/h

待機中 穀種:もみ 00:00

休止

調質

 

設定停止水分 +1.5% 以下 バーナ出力は 70%

運転操作ができます
外気温 20℃
 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%
 速度リミット  1 .0%/h

待機中 穀種:もみ 00:00

調質
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●例えば、2016 年 5 月 9 日 15 時 30 分

　にあわせるには。

１.　　　　　ボタンを押す。

２.　　　・　　　ボタンを押し「日付・時刻」　

　　を選択し、確認ボタンを押しください。

３.　　　・　　　ボタンを押し、年（12 年）を

　　あわせてください。あわせたら　　　　ボ

　　タンを押してください。

付属機能

　① . 時刻

　　年 . 月 . 日および現在の時刻をあわせることができます。 

①時刻のあわせかた 

▼ 確認

型式名
水分値補正

日付・時刻
乾燥速度リミット

←→で選択、確認で設定

　項目
設定モード

KWF700
±0.0％

1995年12月26日
1.0%/h

12時15分

設定状態
（1/3）

待機中 穀種:もみ 15:00

2016年12月26日12時15分

←→で選択、確認で設定

『日付・時刻』設定

日付・時刻
を設定してください

待機中 穀種:もみ 15:00

2.~7.

1.

KWF-XN
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４.　　　・　　　ボタンを押し、月（ 5 月 ）

　   をあわせてください。あわせたら　

　   ボタンを押してください。

５.　　　・　　　ボタンを押し、日 (9 日 )　   

　   をあわせてください。あわせたら

　   ボタンを押してください。

６.　　　・　　　ボタンを押し、時 (15 時 )  

　   をあわせてください。あわせたら

　　ボタンを押してください。

　　　　24 時間表示です。

７.　　　・　　　ボタンを押し、分 ( 30 分 )

　　をあわせてください。あわせたら

　　ボタンを押してください。

② . 乾燥速度リミット 
● 設定した乾燥速度を超えないようにバーナの燃焼制御をおこないます。乾燥速度リミットは、
　穀物の性状にあわせて選択することができます。

※工場出荷時は、　　　　　中の値にセットしてあります。

 

2016年 5月9日 15時30分

←→で選択、確認で設定

『日付・時刻』設定

日付・時刻
を設定してください

待機中 穀種:もみ 15:00

2016年 5月9日 15時30分

『日付・時刻』設定を

に修正しました

待機中 穀種:もみ 15:30

▼ 確認

KWF

籾 小麦 ビール麦 そば

乾燥速度
リミット
（%/時）

1.2 1.5 1.2 1.2
1.1 1.4 1.1 1.1
1.0 1.3 1.0 1.0
0.9 1.2 0.9 0.9
0.8 1.1 0.8 0.8
0.7 1.0 0.7 0.7
0.6 0.9 0.6 0.6
0.5

飼料米

1.2
1.1
1.0
0.9
0.8
0.7
0.6
0.50.8 0.5 0.5

型式名

乾燥速度
リミット
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胴割れしやすい品種および水分ムラの多い籾を乾燥する場合または、早刈り麦
を乾燥するあるいは、発芽率の低下防止や水分ムラの緩和をはかる場合には、
乾燥速度リミットを低く設定してから乾燥をおこなってください。

最大張込時の乾燥能力と最低張込時の乾燥能力は、違います。
張 込量が多いほど乾燥能力が低下します。従って乾 燥 速度リミットが仮に
1.2％／時に設定されていても張込量が増えれば乾減率が低下し、1.2％／時
にはならないということになります。
　〔例〕	KWF1000 型　張込量　100 石の場合 …0.6 ～ 0.8％／時
	 （籾乾燥時）　 張込量　   20 石の場合 …1.0 ～ 1.2％／時

もち米、酒米は胴割れしやすい品種なので乾減率リミットを 0.8% 以下に設定
しマイルド乾燥のレンジをご使用ください。
そばの熱風乾燥は石数を合わせマイルド乾繰を使用し乾減率リミットを 0.8%
以下に設定し使用してください。

種子籾・麦を乾燥する場合は、初期水分 25% 以下で、乾減率リミットを 0.8%
以下に設定しマイルド乾燥をご使用ください。
※	種子用乾燥機と同様の温度制御にはならないため、発芽率や発芽勢に影響が

あります。
種子用乾燥機については、最寄りの弊社営業所にお問い合わせください。
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●シーズン前に

乾燥機を使用する時期が近づきましたら、次のことをおこなってください。

１.P6-02 の点検・整備一覧表にもとづき、点検・整備をおこなってください。

２. 燃料タンクに燃料を給油してください。

３. 燃料ホースのエアー抜きをおこなってください。

　
　
　エアー抜きをおこなう場合には、あらかじめ受皿とウエス等を準備してください。

エアー抜きのしかた
① 燃料タンクのコックを完全に開く。

② ストレーナ上面にある＋ネジを＋ドライバーでゆるめ、灯油が吐出したら締め込む。

４.P6-12 を参照し、テスト運転をおこなってください。

ストレーナ

⊕ネジ
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●始動の前に

　　乾燥毎に、始動に先立ち次のことをおこなってください。

１. 燃料タンクには、燃料が十分に入っているか確かめてください。

２. 燃料タンクのコックが完全に開いているか確かめてください。

３. 燃料タンク・燃料ホース・送油バルブから燃料洩れがないか確かめてください。

４. 乾燥機をしばらく使わなかった場合は、ストレーナのエア抜きをしてください。

５. 制御盤の電源を入れ、次の操作をおこなってください。 

　　①　　　　　ボタンを押し、乾燥する穀物の種類を選んでください。

　　② 希望の停止水分にあわせてください。 

●例えば停止水分を 15.5% にあわせるには

１.  停止水分ダイヤルを回す。

液晶表示画面

運転操作ができます
外気温 20℃
 穀 物 量　  70石
 停止水分  15.0%
 速度リミット  1 .0%/h

待機中 穀種:もみ 15:30

調質

KWF-XN

停止水分ダイヤル

待機中

に設定しました

『停止水分』設定を

15.5%

穀種:もみ 15:00待機中

1511 2320

停止水分
を設定してください

ダイヤルで選択、確認で設定

『停止水分』設定　15.0%

穀種:もみ 00:00


